確率の計算（応用①）
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【１】下の図のような正八角形ABCDEFGHがある。最初，点Ｐは頂点Aの位置にあり，さいころを投げるごとに，出た目の数だけ右回りに各頂点を続けて進むものとする。
　このとき，１から６までの目のある１個のさいころを２回投げた結果，点Pが頂点Aの位置で止まる確率を求めなさい。
【２】１，２，３，４の数字を１つずつ書いた４枚のカードがある。これらのカードをよくきり，２枚のカードを１枚ずつ順にひいて，先にひいたカードの数字をa，後からひいたカードの数字をbとして分数
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をつくることにする。　たとえば，a＝2，b＝3のときには，分数
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3

をつくる。
　このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。

(1)　
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b

が１より小さくなる場合は，何通りあるか。
(2)　
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が整数となる確率を求めなさい。
確率の計算（応用②）
【１】１から６までの目が出るさいころを何回か投げ，１回ごとに次のきまりで得点を定め，最後にそれらの得点を合計します。

	きまり
	ア　出た目の数が奇数のとき，＋１点とする。
イ　出た目の数が偶数のとき，－２点とする。


　例えば，さいころを３回投げて，４，１，２の目が出たときの得点の合計は，－３点になります。
　Tさんがさいころを10回投げたところ，得点の合計は ＋１点になりました。このとき，奇数の目は何回出ましたか，その回数を求めなさい。
【２】大，小１つずつのさいころを同時に投げるとき，出る目の数の２乗の

和が25以下になる確率を求めよ。　ただし，さいころの１から６の目
の出る確率はすべて等しいものとする。
【３】２本の当たりくじが入っている５本のくじがある。このくじを，先に
Aさんが１本引き，これをもどさずに，次にBさんが１本引くとき，
AさんとBさんのうち，どちらか１人が当たりくじを引く確率を求
めなさい。
確率の計算（応用③）
【１】右の図のように，円周を12等分した目盛りがついた円盤があり，目盛りの１つを０とする。０以外の目盛りは，０の右どなりの目盛りから右まわりに順に１，２，３，４，５とし，０の左どなりの目盛りから左まわりに順に１，２，３，４，５とする。また，円盤の中心に対して０と反対側の目盛りは６とする。
　さらに，この円盤の中心には同じ長さの黒い針と白い針が１つずつ付いており，その先はともに０をさしている。また，黒い針は右まわりに６の目盛りまで，白い針は左まわりに６の目盛りまで回すことができる。
　大，小２つのさいころを同時に１回投げ，出た目の数によって，次の①，②の操作を順に行い，２つの針のつくる角をはかることにする。
①　大きいさいころの出た目の数と同じ数の目盛りまで，黒い針を右まわりに回す。
②　小さいさいころの出た目の数と同じ数の目盛りまで，白い針を左まわりに回す。
[image: image38.png]



　いま，２つの針の先がともに０をさしている状態で，大，小２つのさいころを同時に１回投げるとき，次の問いに答えなさい。

(ア)２つの針のつくる角が，180°となる確率を求めなさい。

(イ)　２つの針のつくる小さいほうの角が，30°以上120°以下となる確率を求めなさい。
確率の計算（応用④）
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【１】下の図のような正方形ABCDがある。１つの石を頂点Aに置き，１から６までの目のついた１つのさいころを２回だけ投げる。出た目の数の和と同じ数だけ，頂点Aに置いた石を頂点B，C，D，A，…の順に矢印の向きに先へ進める。このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。
(1)　この石が１周して，ちょうど頂点Aに止まる確率を求めなさい。
(2)　この石がちょうど頂点Bに止まる確率を求めなさい。
【２】箱の中に，１から５までの異なる数字が１つずつ書かれたボールが
５個入っている。　これをよくまぜて１個取り出し，数字を見て箱に
もどす。この操作を２回行い，１回目の数字を十の位，２回目の数字を
一の位として２けたの整数をつくる。　その整数が３の倍数である確率
を求めなさい。
【３】Aの箱には1，2，3，4，5，6の数字を１つずつ書いた６枚のカード
が入っている。Bの箱には1，2，3，4の数字を１つずつ書いた４枚の
カードが入っている。A，Bそれぞれの箱からカードを１枚ずつ取り
出すとき，Aの箱から取り出したカードの数字がBの箱から取り出し
たカードの数字より大きくなる確率を求めよ。
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確率の計算（応用⑤）
【１】　図のような立方体と，その頂点を表す文字A～Hを１つずつ書いた８枚のカードがある。このうち，太郎君はA～Dの４枚，花子さんはE～Hの４枚から，よくきってそれぞれ１枚とり出す。とり出した２枚のカードが表す頂点を結んだ直線について，次の(1)，(2)に答えなさい。
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(1)　この直線が，平面ABCDに垂直となるカードの組合せは何通りあるか，求めなさい。
(2)　この直線が，直線BCと交わる確率を求めなさい。
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【２】２つのさいころA，Bを同時に投げる。このとき出るさいころAの目の数をa，さいころBの目の数をbとする。このa，bをそれぞれ縦，横の長さとする縦a cm，横b cmの長方形をつくる。例えば，図のようにAのさいころの目の数が5，Bのさいころの目の数が3ならば，縦5 cm，横3 cmの長方形ができる。ただし，縦5 cm，横3 cmの長方形と，縦3 cm，横5 cmの長方形は異なる長方形とする。
1 長方形の面積が12 cm2となる場合は何通りあるか。

②長方形の周の長さが14 cmとなる確率を求めなさい。

③長方形の面積をS cm2とするとき，Sが４の倍数となる確率を求めなさい。
確率の計算（応用⑥）
【１】２つのさいころを同時に投げるとき，出る目の数の積が出る目の数の和の２倍より大きくなる確率を求めよ。
【２】A，B２つのさいころを同時に投げて，A，Bそれぞれに出る目の数をa，bとしたとき，3a＋bが５の倍数となる確率を求めよ。
【３】A君，B君，C君は，トランプでゲームをするために，３人の中から

親を決めることにした。親の決め方は，ハートの１から６までの６枚の

カードをよくきって，A君がそこから２枚をひき，その２枚の数の和に
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よって，次のようにすることにした。
	　和が  3， 4， 5  のいずれかのときは，A君
　和が  6， 7， 8  のいずれかのときは，B君
　和が  9，10，11  のいずれかのときは，C君


　このとき，次の(ア)，(イ)に答えなさい。
(ア)A君が親になる確率を求めなさい。
(イ)親になる確率が3人とも等しくなるように，親の決め方を変えたい。
　A君，B君，C君の和の数をどのようにすればよいか考え，解答らんの[image: image5.wmf]の部分に，和の数3から11を分けて入れなさい。
	　和が  　　，　 ，　   のいずれかのときは，A君
　和が  　　， 　， 　  のいずれかのときは，B君
　和が  　　，　 ， 　  のいずれかのときは，C君


確率の計算（応用⑦）
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【１】右のような，１から４までの数字を書いたカードが１枚ずつある。この４枚のカードをよくきって，１枚ずつ２回続けて取り出す。１回目に取り出したカードの数字をa，２回目に取り出したカードの数字をbとして，下の①～④の計算をする。
	①　a＋b　　②　a－b　　③　a×b　　④　a÷b


　このとき，次のア，イの問いに答えなさい。
ア．１回目に４，２回目に３を取り出したとき，①～④の中で，計算結果が偶数になるものを番号で答えなさい。
イ．①～④の計算結果が，すべて自然数になる確率を求めなさい。
【２】１から７までの数字を書いたカードが１枚ずつある。この７枚のカードから同時に２枚を取り出し，数字の大きい順に左から右に並べて２けたの整数をつくる。この整数について，次の各問いに答えなさい。
①整数が奇数となる確率を求めなさい。
②整数が３の倍数となる確率を求めなさい。
③整数が，その整数の一の位の数でわり切れる確率を求めなさい。
④整数と，その整数の十の位の数と一の位の数を入れかえた整数との差が36となる整数をすべて書きなさい。
確率の計算（応用⑧）
【１】数字1，2，3，4，5が１つずつ書かれている５枚のカード eq \o\ac(□,1)， eq \o\ac(□,2)， eq \o\ac(□,3)， eq \o\ac(□,4)， eq \o\ac(□,5)がある。この５枚のカードをよくきって，１枚ずつ２枚のカードを取り出し，取り出した順に左から右に並べて，２けたの整数をつくる。例えば，最初に取り出したカードに書かれている数字が２であり，次に取り出したカードに書かれている数字が３であるとき，できる整数は23となる。このようにしてできる整数について，いろいろな場合の確率を考える。次の例を参考にして，あとの 　　　 にあてはまる場合のうち，１つを言葉で書け。
	［例］
	整数が５の倍数となる確率は
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である。
整数が42以上となる確率は
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である。


　　　  　　　　　　　　　  確率は
[image: image8.wmf]10
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である。
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【２】　右の図のように，３つの箱A，B，Cがあり，Aの箱には1，－2の数字が１つずつ書かれた２枚のカードが，Bの箱には＋，－，×，÷の記号が１つずつ書かれた４枚のカードが，Cの箱には2，3の数字が１つずつ書かれた２枚のカードが入っている。A，B，Cの順にそれぞれの箱から１枚ずつカードを取り出し，取り出した順に左から並べて式をつくり，その計算結果をnとする。たとえば，Aの箱から１，Bの箱から＋，Cの箱から２のカードが取り出されると，式は1＋2となり，nは３となる。
　このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，それぞれの箱では，どのカードが取り出されることも，同様に確からしいとする。
(1)　nが整数とならない場合は，何とおりあるか。
(2)　nが正の数となる確率を求めよ。
確率の計算（応用⑨）
【１】数字を書いた５枚のカード eq \o\ac(□,１)， eq \o\ac(□,１)， eq \o\ac(□,１)， eq \o\ac(□,２)， eq \o\ac(□,２)がある。この５枚のカードをよくきって，その中から同時に２枚を取り出す。取り出した２枚のカードに書いてある数字が同じになる確率を求めよ。

【２】次の，山口さんと先生の会話文を読んで，下の〔問い〕に答えなさい。

	山口さん：先生，２枚の硬貨を同時に投げるとき，１枚は表で１枚は裏となる確率は
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でしたよね。

先生：そうだったね。

山口さん：では，４枚の硬貨を同時に投げるとき，２枚は表で２枚は裏となる確率も
[image: image10.wmf]2
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となる

のでしょうか。

先生：樹形図をかいて調べてごらん。


〔問い〕　下線部が正しいかどうか，樹形図をかいて調べなさい。正しくない場合は，正しい確率を求めなさい。

確率の計算（応用⑩）
【１】　下の図のように，方眼紙上に２点A，Bがあり，点Aの位置におはじきが置かれています。正しくつくられた１つのさいころを続けて２回以上投げます。さいころを投げるごとに，おはじきをそのとき置かれている位置から，１の目が出れば右へ，２の目が出れば上へ，３の目が出れば左へ，４の目が出れば下へ，それぞれ１目盛り移動するものとし，５，６の目が出れば移動しないものとします。
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　これについて，次の問いに答えなさい。

①さいころを続けて何回か投げたとき，おはじきは点Bの位置に移動しました。このとき，１の目が出た回数をx回，３の目が出た回数をy回として，yをxの式で表しなさい。

②さいころを続けて２回投げるとき，おはじきが点Aの位置にある確率

を求めなさい。

確率の計算（応用⑪）
【１】１から99までの自然数を書いたカード eq \o\ac(□,１)， eq \o\ac(□,２)，…，99が，１枚ずつある。また，赤，青，黄の３個の電球をそなえた装置があり，この装置にカードを１枚入れたとき，カードに書かれている数が奇数のときは赤の電球が，３の倍数のときは青の電球が，５の倍数のときは黄の電球が点灯するものとする。カードに書かれている数が２つ以上の性質をもつときには，電球は上の規則にしたがって同時にいくつか点灯するものとする。点灯する電球の色に○をつけて表すと，

　例えば， eq \o\ac(□,１)のカードを入れたとき〔 eq \o\ac(◯,赤)，青，黄〕，

　　　　　 eq \o\ac(□,２)のカードを入れたとき〔赤，青，黄〕，

　　　　　 eq \o\ac(□,３)のカードを入れたとき〔 eq \o\ac(◯,赤)， eq \o\ac(◯,青)，黄〕となる。

　次の各問いに答えなさい。

問１　80のカードを入れたとき，点灯する電球の色を答えなさい。

問２　あるカードを入れたとき，どれか１色だけ電球が点灯した。このようなカードに書かれている数のうち，もっとも大きい数を求めなさい。

問３　あるカードを入れたとき，３色の電球がすべて点灯した。このようなカードに書かれている数をすべて求めなさい。

問４　この装置に，同時に２枚のカードを入れたときも，上の規則にしたがって電球が点灯する。

　例えば， eq \o\ac(□,３)と eq \o\ac(□,５)のカードを同時に入れると， eq \o\ac(□,３)のカードにより赤と青， eq \o\ac(□,５)のカードにより赤と黄が点灯するので，３色の電球はすべて点灯する。

　 eq \o\ac(□,１)から eq \o\ac(□,５)までの５枚のカードをよくきって，同時に２枚を取り出し，この装置に入れたとき，電球が２色だけ点灯する確率を求めなさい。

確率の計算（応用⑫）
[image: image46.png]


【１】２点O，Pがあり，この２点間の距離は4 cmである。大小２つのさいころを同時に１回投げて，大きいさいころの出た目の数がa，小さいさいころの出た目の数がbのとき，点Oを中心とする半径a cmの円Oと，点Pを中心とする半径b cmの円Pをかく。右の図は，a＝1，b＝2の場合を示したものである。各問いに答えよ。

(1)　a＝1，b＝3のとき，２つの円O，Pに共通な接線は何本ひけるか。

(2)　大小２つのさいころを同時に１回投げるとき，２つの円O，Pが接する確率を求めよ。

【２】四つの箱A，B，C，Dがあり，それぞれの箱には数の書いてある２枚のカードが入っている。箱Aには  1 ，－1 ，箱Bには  2 ，－2 ，箱Cには  3 ，－3 ，箱Dには  4 ，－4 がそれぞれ入っている。A，B，C，Dそれぞれの箱から同時に１枚のカードを取り出すとき，取り出した４枚のカードに書いてある数の和が正の数である確率はいくらですか。どのカードが取り出されることも同様に確からしいものとして答えなさい。

解答例
応用①　【１】
[image: image12.wmf]36

5

　　　　[2個のサイコロの目の和が８になる確率]

　【２】①６通り　[先に引いたカードの方が大きい場合の数]

　②
[image: image13.wmf]3

1


応用②　【１】７回　　　[奇数の目をx回とすると偶数の目は10－x回

　　　　　　　　　　＋1×x＋(－2)×(10－x)＝＋1　]

　【２】
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　　　[(1,1)(1,2)(1,3)(1,4)(2,1)(2,2)(2,3)(2,4)(3,1)(3,2)

(3,3)(3,4)(4,1)(4,2)(4,3)の15通り]

　【３】
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応用③　【１】（ア）
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　[(1､5)(2,4)(3,3)(4,2)(5,1)の5通り]

　（イ）
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　　[(1,1)(1,2)(1,3)(2,1)(2,2)(2,6)(3,1)(3、5)(3､6)(4,4)

(4,5)(4,6)(5,3)(5,4)(5,5)(5,6)(6,2)(6,3)(6,4)(6,5)]

応用④　【１】(1) 
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　[ちょうど１周なので和が4になる確率]
　(2) 
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　 [和が5または9になる確率]

　【２】
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　　　[12,15,21,24,33,42,45,51,54]

【３】
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応用⑤　【１】(1)４通り　　[AE、BF、CG、DH]

(2) 
[image: image22.wmf]2
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　　[BE、BF、BG、BH、CE、CF、CG、CH]

　【２】①４通り　[(2,6)(3,4)(4,3)(6,2)]

　②
[image: image23.wmf]6
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　　　[縦と横の長さの和が7cm]

　③
[image: image24.wmf]12
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　　　[面積が4,8,12,16,20,24,36となる確率]

応用⑥　【１】
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　【２】
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　【３】(ア) 
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　(イ)3,7,11と4,5,6と8,9,10[3,4,7と5,6,10と8,9,11など多数]
応用⑦　【１】(ア)③　　(イ) 
[image: image28.wmf]36
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　[(2,1)(3,1)(4,1)(4.2)(5,1)(6,1)(6,2)(6,3)]

　　　　【２】①
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　[21,31,41,43,51,53,61,63,65,71,73,75の12通り]

　　　　　　　②
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　　[21,42,51,54,63,72,75の7通り]

　　　　　　　③
[image: image31.wmf]7
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　　④51,62,73

応用⑧　【１】(例)整数が8の倍数となる

　　　　　　　(例)整数が21以下となる

　　　　　　[全部で20通りなので、場合の数が２通りになるものを考える]

　　　　【２】(１)３通り　　[1÷2、1÷3、－2÷3]

　　　　　　　(２) 
[image: image32.wmf]16
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[1＋2、1＋3、1×2、1×3、1÷2、1÷3、－2＋3]

応用⑨　【１】
[image: image33.wmf]5
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　[1と1になるのが3通り、2と2になるのが1通り]
　　　　【２】
[image: image34.wmf]8
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応用⑩　【１】①y＝x－1　[右に動く回数は左に動く回数より１回多い]

　　　　　　　②
[image: image35.wmf]9
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　　　[(1,3)(2,4)(3,1)(4,2)(5,5)(5,6)(6,5)(6,6)]

応用⑪　【１】（問１）黄　（問２）97　（問３）15、45、75

　　　　　　（問４）
[image: image36.wmf]5
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　[(1,3)(1,5)(2,3)(2,5)(3,4)(4,5)]

応用⑫　【１】(1)3本

　　　　　　　(2) 
[image: image37.wmf]36
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　　　　[(1,3)(1､5)(2,2)(2,6)(3,1)(5,1)(6,2)]　　

　大きいさいころの出た目の数が２，小さいさいころの出た目の数が５のとき


　①　黒い針を右まわりに２まで回す。


　②　白い針を左まわりに５まで回す。


　この結果，右の図のようになり，２つの針のつくる小さいほうの角は150°となる。�
��
�
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